
学会発表

1)厨澗麻里,野上悦子,森村成樹 (2007)チンパンジ
ーの採食エンリッチメントの試み:チューブ･メイ

ズの野人.邦10回SAGAシンポジウム (2007/ll,
5ii爪).

2)伊谷原- (2007)チンパンジー･サンクチュアリ シ
ンポジウム ｢チンパンジー｣地球社会の調和ある共

存に向けて-野生軸物研究センター-の展望

-.(2007/ll,苅都).

3)伊谷原- (2007)チンパンジー ･サンクチュアリ･
宇土の解説と展望.日本盃長柄学会節23回大会

(2007/07,彦根).

4) 川地由里奈,伊谷原- (2007)チンパンジーによる
植物被害の軽減と放飼場の緑化促進.第 10回

sAGAシンポジウム (2007/ll,東京).

5)森祐介,小林久雄,森村成樹,伊谷原- (2007)チ
ンパンジーに対する竹を用いた緑化と生育歴の影

響 .第 10回SAGAシンポジウム (2007/ll,東京).

6)森村成樹,平田聡,倉島治,落合知美 (2007)環境
エンリッチメントの効果と必要性.日本霊長析学

会第23回大会 (2007/07,彦根).

7)浦田健市,寺本研,小林久雄,野上悦子,森村成樹,

伊谷原- (2007)チンパンジーがよく使うハンモ
ックの作製とその夜間利用.第 10回SAGAシンポ

ジウム (2007/ll,東京).

8)森村成樹 (2008)チンパンジーにおける食物一位置
イメージの操作能力について.日本応用動物行動

学会 (2008/03,水戸).

講演

1)伊谷原- (2007)類人猿研究-フィール ド.~･ワーク

と実験室一.帝京科学大学 (2007/06,上野原).

2)伊谷原- (2007)ヒトとは何か?第37回全国性教

育研究会基調講演 (2007/08,新潟).

3)伊谷原- (2007)人間の本性一類人猿研究からの探
求-.第43回中国四国中学校理科教育研究会 ･第

18回岡山県中学校理科教育研究大会基調講演

･(2007/10,岡山).

4) 伊谷原- (2007)林原煩人猿研究センター 京都市

動物園定例研究会 (2007/ll,京都).

5)森村成樹 (2007)チンパンジーの学びと子育て.全

国情緒障害児短期治療施設職員研修会 (2007/ll,
岡山).

6)伊谷原- (2008)熱帯雨林の妖精たち.京都市動物

固定例研究会 (2008/01,京都).

附属施設

ニホンザル野外観察施設

波速邦夫 (教授),杉浦秀樹 (准教授,平成20年 3月よ

り),冠地富士男,鈴村崇文 (技術職員),鈴木克哉 (教務

補佐員,2007年 12月まで), 山田彩,Rizaldi,張鵬 (大学

院生),江成広斗 (学振特別研究員),村井勅裕 (教務補

佐員,2008年 1月より),AmandJacobs(外国人共同研究

負,2007年 10月より)

本施設は,1968年に役配された事由野外観察施設と,

代表的な野生ニホンザル生息地でその生態や個体群動

憶に関する研究を継続的に押しiLiめることを目的に活

動していたニホンザル研究林が合併して,1983坪に拡充

改組されたものである.基本的な生憶学的托料を荷稲

することは,生態や社会についての研究を展開する上

で重要であるが,種の保全や個体群管理を行 う上でも

不可欠な基礎的作業である.近年国内各地で痢発して

いる猿害問題をはじめとして,野生ニホンザル個体群

管理の問題が社会的に注目されてお り,当施設ではqin

長短の保全や個体群管理の研死にも稲梓的に取り組ん

でいる.

例年通り,各研究林で継続的に行われている野外調

査にスタッフが参加 し,その現状把握を行った.n･休的

には,幸島での観察を継続しているほか,屋久応西部林

道地域や下北半島での調充を行い,その日料収先を行

った.また保全にかかわる研究としては,被か符班を含

む個体群管理のための基礎的調査,飼育個体を用いた

実験的研究などを行っている.

ここ数年の施設運営は,屋久払 ･下北 ･車種の3研究
林 ･観察ステーションに瓜点をおいて行われてきた.そ

れは上信越や木田研究林の研究括軌に従耶していたス

タッフが停年等でぬけたことにより若干の作紺を余偶

なくされていたこと,施設の活動が保全生憎学や野生

動物管理学分野-の取り組みを中心に朽網されてきて

いたことによる.なお屋久島研究林の運営については,

社会生態部門助教の杉浦秀樹 (平成 20年3月より当施

設准教授)の全面的な協力を得て行っている.また事由
野外観察施設発足以来40年の長きにわたって事由群の

管理に従事されてきた冠地技官が3月末日をもって停

年を迎えられた.

ニホンザル野外観察施設は,平成 20年3月末をもっ

て京都大学附属野生動物研死センター-と組純替えに

なり,盃長所研究所とは別の研究機関の下で運営され

ることになった.新たな条件の下で一屑の発展を期待

するものである.

2006年度の各地ステーションの状況は,次の通りで
ある.

I.幸島観察所

幸島では,1952年餌付けが成功して以来,全頭個体識

別に基づいた群れの長期継続観察が続けられている.

平成 19年度の出産は9頭であり,内 1頭が死産であっ

た.主群はホタテが2002年以降安定して第 1位オスの

地位を確保しており,以下ホッケ,ユダがそれぞれの地

位を占めている.マキグループはすっかり様変わりし
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たが,1位だったコべが死亡してホッキが一位になり,

カケスが2位になった.メスはナメコ,トク,トキビ,

マテ,ギニ,エリカ,マメが加入し,主群出身のメスが

多数加わった大きな群れになった.主群の方ではヤシ,

ヤムが第 1位,2位のメスになって安定しているが,今年

は 13頭もの死亡があり,老メスと若メスが多く中間が

少ないややいびつ構成になってきている.3月末での個

体数は,マキグループ 15頭を含め,97頭である.

今年度は,修士課程2年の原浮と松岡による社会行動
の研究が行われた.

2.上信越研究林

野生群についての調査は今年度も行われなかった.

施設の配置換えにあたって,上信越研究林は廃止する
こととなった.

3.木曾研究林

今咋皮も調査は行われなかった.上信越同様,木曽研

究林も今年度で廃止すること▲となった.

4.下北研究林

下北半EJJに生息するニホンザルは複数の調査グループ

によって生息分布 ･頭数の調査が継続されている.今年

度はNPO法人ニホンザル ･フィール ドステーションを

tl]Jbに下北半島の各調査グループ (下北半島のサル調

延会,佐井のサル調査会,大間のサル調査会)が協力し

て半LTJ全域を対象とした一斉調査が行われた (2007年8

ノ】にむつ市脇野沢地区,12月末に佐井村,大間町,風間

糾i仲,むつ市薬研地区,むつ市湯ノ川地区の5地域を拠

点とした広域調査.野外施設から鈴木 ･村井が参加).こ

の紙狐 下北全域で44群,1635頭+α(ハナレザル等を

含めると1664頭+α)の生息が確認され,1999年に行わ

れた同様の一斉調査結果 (20群759頭)と比較すると,8
年rEりで仙体数･群れ数ともに2倍以上に増加 しているこ

とが明らかになった.下北半島でニホンザルの生息調

査が日朋かされた 1960年代 (7群 187頭)と比較すると,

群れ数で約 6.2倍,個体数で約 8.7倍の増加となる.現在,

下北半LlJの各地でニホンザルによる農作物被害が問題

となっているが,サルの分布域の拡大傾向から,今後は

下北半山北東部に位置する ｢むつ市大畑町地区｣,南西

部に位位する ｢むつ市川内町蛎崎地区｣,内陸部に位置

する ｢むつ市川内町湯の川地区･野平地区｣などに被害

地城が拡大する可能性が示唆された.このほか個人の

研究活助としては,松岡 ･中山 (共同利用研究員 ･下北

半島のサル調査会)による個体群動態に関する研究,小

川 (北大獣医学部)によるサルの腸内細菌についての研

究,草木 (名城大)による加害初期群の農地利用に関す

る研究,鈴木 (野外施設)による加害個体群の分裂と土
地利用変化に関する研究が行われた.

1999年以来8年ぶりに行われた一斉調査もこより,下北

半島のニホンザルの生息分布 ･頭数の顕著な増加傾向が

明らかになった.また,現在も多くの群れで分裂 ･分派

行動や行動域の変化が確認されており,今後も半島全

域の個体群動態の資料を蓄積することは保護管理の点

で極めて重要であるといえる.最近では,地域住民が主

体となった調査が各地で実施されるなど,地域間連携

による広範囲なモニタリング体制が整いつつあり,今
後はより客観的なモニタリング手法の開発や調査継続

のための支援体制の強化が求められている.

5.屋久島研究林

屋久島研究林での研究活動は今年度も活発だった.

ニホンザルに関連した主な研究を列挙する;社会行動

(鈴木真理子:霊長研),採食行動 (Laurent:京都大;西

川:京都大),ニホンザルと寄生虫の関係 (Hemandez:

霊長研;Macintosh:霊長研;Dagg:Georgia大),接近時の

音声 (菅谷:神戸学院大),ヤクシマザルによるヤマモモ

の種子散布 (寺川 ･藤田:広島大 ･奈良教育大),サルと

シカの関係 (揚妻:北海道大).

また夏期には,杉浦秀樹 (霊長研)などによる西部林

道地域の個体群調査や上部域における生態調査 (半谷:

霊長研)も継続されている.短期的に屋久島を訪れる研

究者の数は多く,研究対象もサルやシカなどの噛乳類

だけでなく,鳥類,IN3虫両棲類,植物,エコツーリズム

など多岐にわたっている.

また,研究成果を社会に還元する事を目的とした教

育普及活動も,引き続き活発に行われている.全国から

大学生を募集 し,1屋久島でフィール ド･ワークの基礎を

体験する ｢第9回屋久島フィール ドワーク講座｣が開催

され,多くの研究者が講師を勤めた (主催:上屋久町,
京都大学21世紀coEプログラム ｢生物の多様性と進化

研究のための拠点形成-ゲノムから生態系まで｣).

く研究概要>

A)ニホンザルの社会生態学,とく叱 自然群の辞境利用
と個体群の構造に関する研究

渡連邦夫,鈴木克哉,村井勅裕

ニホンザルの群れが広域にわたって連続的に分布し

ている下北半島において長期的な変動を把握するため

の調査を行った.また北限のサルの生態と生存のため

の条件を明らかにするため,下北半島西部海岸地域を
中心に継続的な調査を行っている.

B)幸島のサルの社会生態学的研究

波速邦夫,冠地富士男,鈴村崇文

従来からの継続として,ポピュレーション動態に関

する資料を収集し,各月毎にほぼ全個体の体重を測定

している.また集団内でおこった出来事や通年の変化

について分析を進めている (波速,冠地,鈴村).

C)野生ニホンザルの保護および全国のニホンザル個体
･群に関するデータベースの作成

渡過邦夫,鈴木克故,室山泰之 (兵店県森林動物研究セ

ンター)

ニホンザル保護管理のために,全国の野生ニホンザ

ルに関するデータベースの作成,古分布の復元 ニホン
ザルに関する文献目録の作成などを行っている.

D)スラウェシマカクの研究
波速邦夫

インドネシア ･中部スラウェシにおいて,トンケアン

マカクとへツクモンキー間の種間雑種の繁殖について

の継続観察をおこなっている.

E)ニホンザルによる農作物被害に対する防除法の検討
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鈴木克哉,杉捕秀樹,友永雅己 (思考言語分野),室山泰

之 (兵床県森林IIUJ物研究センター),川合伸幸 (名古屋

大),柴崎全弘 (名古屋大)

ニホンザルによる肘 乍物被苔に対する防除法として,
刺激に対する馴化を防止あるいは遅延する技術の開発

を目指し,予僻的突放を行った.飼軒下のニホンザルを

対象として,甘刺激に対するサルの馴化過程を観察し,
菅刺激をサルの行動に随伴させて発生させることによ

る行肋抑制効果について検討した.

F)ニホンザルの運動能力に関する研究

江口祐抑 (麻布大),堂山宗一郎 (麻生大),鈴木克故,室

山-1持之 (兵畑県森林動物研究センター)
ニホンザルによる農作物被害対策に応用するため,

飼育下のニホンザルを対象として,跳躍能力 (垂直跳

び ･幅跳び)の測定試験を行った.

G)獣事問題における地域住民の被害認識構造と乱授形
成要因の研究

鈴木克哉

野生動物によるJI%業被害問題または生態系被害問題

に対する地域住民の認識構造と札棟が形成される社会

的要因についての分析を行った.

H)人為的環境に依存するニホンザル集団の生憶学的調
衣

山田彩,鈴木克故,室山泰之 (兵庫県森林動物研究セン

ター)
)農作物被害を引き起こしているニホンザルの複数集

団を対象として,ラジオテレメトリー法を用いた生態
調査を三重県中部 ･奈良県北部で行なった.

I)スマ トラ中部における霊長類保全のための研究

Rizaldi,渡退邦夫

インドネシア西スマ トラ州およびリアウ州,ジャン

ビ州において,各種霊長類や大中型は乳類の分布変遷

の様子を明らかにすることを目的として,現地住民-
の聞き取り調査をおこなった.

I)ニホンザルにおける社会的調整行動の発達に関する
研究

Rizaldi,波速邦夫
ニホンザルが社会生活を送る上で重要な攻撃行動に

際しての調整や転嫁,援助を求める行動などの発達に
ついて研究を行なった.

K)キンシコウの社会構造に関する研究

張鵬,和田一雄 (共同利用研究員),渡迅邦夫
中国映西省秦嶺山脈に生息するキンシコウの調査を

継続している.その社会川辺や樹冠の利用に関するま

とめを行った.

L)白神山地のニホンザルの生憶と欧字対策,および地
域社会における炊事問題のとらえ方についての研究

江成広斗 (学振特別研究員),和田一雄 (共同利用研究

Ll),渡迅邦夫
自神山地において野生ニホンザルの広域的なモニタ

リング法の開発,肘 乍物披窃発生の機序,獣害をめぐる

さまざまな人間社会の側の問題についての研究を行っ
た.

M)ニホンザルの集団としての意志決定機構

AmandJacobs(外国人共同研究員)
ニホンザル放飼群において集団としての移動時にお

ける意志決定機構についての研究を行った.
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